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K13b Ia型および II型超新星発生率の比較と超新星爆発モデルの制限
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近年、Ia型超新星発生率を測り、それと星生成史を比較することで、星生成から Ia型超新星爆発までの間の時
間差 (Delay time)を見積もる研究が行われている。その中で、Ia型超新星には、∼0.1-10Gyrという幅広いDeley
timeの分布があることがわかったきた。一方で、II型超新星は、大質量星が進化の最後に起こす爆発であり、星
生成から爆発までの時間は非常に短いと予期されるが、II型超新星の発生率を求めた先行研究は少ない。
我々は、Subaru/XMM-Newton Deep Survey(SXDS)で得られた変光天体を用いて、近傍から遠方まで (0.2 <

z < 1.3)の Ia型超新星の発生率を求め、その発生率が遠方まで上昇していくことがわかった (2009年春季年会で
発表)。これに加え、同じ SXDSの変光天体の中から、II型超新星を選び出し、II型超新星の発生率を近傍から遠
方まで (0.2 < z < 1.0)求めた。その発生率は、星生成史を非常によく合い、星生成から爆発までの時間が非常に
短いことを、観測結果から示した。
また、II型超新星の発生率に比べて、Ia型超新星の発生率は、ゆっくり上昇することから、Ia型超新星は星生成

から爆発までの間に確かなDelay timeがあることも本研究からわかった。先行研究で得られたいくつかのDelay
timeの分布モデルと、本研究で得られた Ia型超新星の発生率を比べることで、これらの Delay timeの分布モデ
ルに制限を与えたので、結果を報告する。


